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語
り
手
『
永

こ
を
語
る
」

六
輔

時
代
を
旅
し
た
言
葉
の
職
人
』
著
者
、
隈
元
信
一

　
氷
六
輔
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
界
で
そ
の
才
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
芸
人
。
で

も
、
永
さ
ん
の
マ
ス
コ
ミ
嫌
い
は
有
名
な
話
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
中
で
唯
一
　
（
？
）
親
交
の
あ
っ
た
元

朝
日
新
聞
記
者
の
隈
元
信
｝
氏
ご
二
・
一
｝
東
日
本
大
震
災
の
折
り
に
は
、
永
さ
ん
と
一
緒
に
「
り
ん

ご
ラ
ジ
オ
」
（
山
元
町
）
の
マ
イ
ク
の
前
で
お
話
も
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
で
は
、
生
前
の
永
六
輔
さ
ん
に
つ
い
て
記
憶
に
残
る
数
々
の
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

ま
た
永
さ
ん
が
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
特
に
考
え
て
い
た
こ
と
な
ど
を
中
心
に
話
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日
程
　
二
〇
Ｔ
八
年
七
月
二
十
二
日
（
日
）

時
間
　
開
演
午
後
三
時
三
十
分
（
開
場
午
後
三
時
、
終
了
予
定
午
後
五
時
半
）

会
場
　
フ
ァ
イ
ブ
ブ
リ
ッ
ジ
｛
仙
台
市
青
葉
区
北
目
町
四
一
七
｝
｛
ω
｛
｝
ビ
ル
ー
階
）

定
員
　
四
十
名
（
メ
ー
ル
で
の
事
前
申
込
み
制
、
定
員
に
達
し
次
第
閉
め
き
り
）

問
い
合
わ
せ
：
甲
込
み
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
:
m
R
)
＠
m
e
d
i
a
g
e
.
o
r
g
　
（
漆
田
宛
）
案
件
‥
講
演
申
込
み

参
加
費
　
資
料
代
等
と
し
て
五
〇
〇
円
。

　
　
　
　
た
だ
し
著
書
『
永
六
輔
　
時
代
を
旅
し
た
言
葉
の
職
人
』
を
持
参
さ
れ
た
方
は
無
料
。
当
日
、

　
　
　
　
何
冊
か
用
意
い
た
し
ま
す
。
会
場
で
ご
購
人
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

＊
飲
み
物
と
し
て
コ
ー
ヒ
ー
（
ホ
ッ
ト
、
ア
イ
ス
）
、
お
茶
を
用
意
い
た
し
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
の
代
金
は
、

　
三
〇
〇
円
で
す
。
お
茶
は
無
料
で
す
。

主
催
共
催

仙
台
市
民
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

メ
デ
ィ
ア
ー
ジ

アイブブIJツジ(前が駐車場です)
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台駅から徒歩約10分　　　　　仙台駅
　　　　　　　　　　二
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